
 
令 和 ３ 年 １ １ 月  ５ 日 
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局 

 

 

中部地方整備局では、建設現場の生産性向上・労働者不足など、現在「建設産業」が直

面している様々な課題に対応するため、平成２８年度より i-Construction を推進し、そ

のトップランナー施策の１つである、ICT 施工の普及・拡大に努めているところです。 

その一環として、平成２９年度から管内の高校・高専・大学の学生を対象とした出前講

座を、(一社)日本建設機械施工協会の協力のもと実施しており、令和３年３月末までの４

年間で、延べ２３校の約１４００名が「学生のためのＩＣＴ講座」に参加していただいて

おります。 

将来の建設業界を担う若者に、建設業界への興味・関心をより一層持っていただくこと

を目的に、このたび名古屋工業大学の学生を対象に、地上型レーザースキャナーの実演な

どの講座を開催します。 
 
※  i-Construction： 国 土 交 通 省 が 実 施 し て い る 「 建 設 現 場 の 生 産 性 革 命 」 の 取 り 組 み  
※  Ｉ Ｃ Ｔ ： 情 報 通 信 技 術 （ Information and Communication Technology）  
※  地 上 型 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー ： レ ー ザ ー を 連 続 的 に 照 射 （ 千 ～ 数 百 万 回 /秒 ） し 、 3 次 元 デ ー タ を 取 得 す

る 装 置  

 

１．開催概要 

1)日時  ：令和３年１１月１０日（水）９：００～１２：００ 

2)場所  ：中部インフラＤＸセンター(中部技術事務所構内)  

3)参加者  ：名古屋工業大学 工学部 社会工学科 環境都市分野 ３年生約５０名 

4)講座内容 ：「学生のためのＩＣＴ講座 プログラム(案)」参照【別紙－１】 

5)主催者  ：中部 i-Construction 研究会（中部地方整備局 企画部 施工企画課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         建 設 ICT の 専 門 家 に よ る 講 義      地 上 型 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー の 実 演  

                       ※写真：名城大学でのＩＣＴ講座の状況 (令和 2 年度 ) 

２．添付資料 
【別紙－１】学生のためのＩＣＴ講座 プログラム(案)  
【別紙－２】取材登録票 
【別紙－３】中部インフラ DX センター施設紹介 
【別紙－４】学生のためのＩＣＴ講座チラシ  

中部インフラ DX センターにおいて 
若者が最新の建設 ICT を学びます! 

～ 名古屋工業大学の学生を対象とした ICT 講座を開催します ～ 

新 型 コロナ感 染 症 の拡 大 などにより、開 催
内 容 の変 更 や、中 止 する場 合 があるため、
必 ず事 前 登 録 をお願 いします。 



３．配布先 中部地方整備局記者クラブ 
 
４．取材申込 当日取材を希望される報道関係者様は、令和３年１１月９日(火)１２：００

までに、必要事項を記載した「【別紙－２】取材登録票」をＦＡＸにて送
付して下さい。 

 
５．問合せ先 国土交通省 中部地方整備局 企画部  

           建設情報･施工高度化技術調整官 油井
ゆ い

 康夫
や す お

 

建設専門官 天谷
あ ま や

 理
おさむ

 

中部 i-Construction 研究会 事務局(企画部施工企画課） 
          TEL 052-953-8180 
     FAX 052-953-9192 
               E-mail cbr-ict@mlit.go.jp 



【別紙－１】 

 

学生のためのＩＣＴ講座 プログラム（案） 
 
             日 時：令和３年１１月１０日（水） ９：００～１２：００ 
             場 所：中部インフラＤＸセンター(中部技術事務所構内) 
 
■１回目 
○  ９：００～ ９：０５ 【挨拶】  
 
○  ９：０５～ ９：２０ 【座学】 

講座名 建設業界を取り巻く話題と最新の建設ＩＣＴについて 
講師  中部地方整備局 企画部 施工企画課 施工係長 松尾 久美子 

 
○  ９：２０～１０：１５ 【座学・実演】 

講座名 ＩＣＴを活用した測量技術について 
講師  サイテックジャパン（株） ＩＣＴ推進企画室長 鈴木 勇治 

※ （一社）日本建設機械施工協会会員，中部 i-Construction 研究会会員 

講義室内で地上型レーザースキャナーを用いた測量のデモンストレーションを実施 
 
○ １０：１５～１０：２０ 【質疑等】 
 
 
■２回目 
○ １０：４０～１０：４５ 【挨拶】 
 
○ １０：４５～１１：００ 【座学】 

講座名 建設業界を取り巻く話題と最新の建設ＩＣＴについて 
講師  中部地方整備局 企画部 施工企画課 施工係長 松尾 久美子 

 
○ １１：００～１１：５５ 【座学・実演】 

講座名 ＩＣＴを活用した測量技術について 
講師  サイテックジャパン（株） ＩＣＴ推進企画室長 鈴木 勇治 

※ （一社）日本建設機械施工協会会員，中部 i-Construction 研究会会員 

講義室内で地上型レーザースキャナーを用いた測量のデモンストレーションを実施 
 
○ １１：５５～１２：００ 【質疑等】 
 
 
※学生約５０名を２班に分け、講義のない時間は１階体験エリアにてＶＲやＡＲ技術を 
体験していただきます。 

 
 

備考（報道関係者様へ） 

⚫ 新型コロナ感染症の拡大などにより、開催内容の変更や、中止する場合があるので、必ず事前

登録（ＦＡＸまたはメール送信）をお願いします。 

⚫ 新型コロナ感染症拡大防止のため、当日の体調管理や、マスクの着用、手指消毒、事前の検温

等、感染拡大防止にご協力ください。 

⚫ プログラムの時間は目安であり、前後する場合がありますので、ご了承ください。 



【別紙－２】 
 

「学生のためのＩＣＴ講座」取材登録票 

 
●取材を希望される報道機関におかれましては、事前のご登録を願いします。 

登録は本登録票に記入いただき、期限までに下記へFAXまたはメールにて送付下さい。 

●取材希望の状況等により、人数を調整させていただく場合があります。 

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため換気等の対策に努めておりますが、取材に

あたりましては、マスクの着用、手指消毒、事前の検温等ご協力をお願いします。 

送付先 中部地方整備局 企画部 施工企画課 
 

FAX 番号：０５２－９５３－９１９２ 

E-mail  : cbr-ict@mlit.go.jp 

送付期限 １１月９日（火）１２時 

（下記にご記入の上、FAXまたはメールにて送付をお願いします） 
 

報道機関名 

ご氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 

予定人数 

 人 

連絡先（電話番号） 

 

 －       － 

 



中部地方整備局

１階 体験エリア 事例紹介等を動画で紹介

大型モニターによるＷｅｂ会議やパネル
ディスカッションもできます。

ＡＲ（拡張現実）体験

現地で簡単、安全に図面などのデータ確認ができる体験
として、埋設物が風景と重ね合わせて表示される端末や
カメラ付眼鏡型表示端末の体験ができます。

ＶＲ（仮想現実）体験

３次元設計データで作られた仮想空間
を体験ができ、完成イメージの確認や
安全対策の検討などに活用出来ます。

研修エリア

3次元設計体験

３次元の設計ソフトが使えるＰＣがあ
り、３次元設計データを触る体験がで
きます。小規模な研修、自習スペース
としても利用できます。

遠隔操作技術紹介

危険な場所など離れた安全な場所
から、遠隔で建設機械を操作する技
術を紹介しています。

２階 研修エリア

施設紹介

３次元の設計ソフトが使え
るＰＣや大型モニタ、スク
リーンのある研修エリアで
す。

高速・大容量通信設備を用
いて、災害復旧では現地に
即時に高度な技術支援も
行う施設です。

【所在地】

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1丁目1番15号
（中部技術事務所構内）

【アクセス】
地下鉄名城線「ナゴヤドーム前矢田駅」
で下車、1番出口より徒歩1分

【別紙－３】



国土交通省が推進するｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
建設現場の技術革新を体験しよう！

建設現場の未来はここに！！

*学生のための
随時
募集Ｉ Ｃ Ｔ 講 座

別紙－３

amaya-o85aa
テキストボックス
【別紙－４】



学生のためのＩＣＴ講座 カリキュラム例

【座 学】

・建設業界を取り巻く話題と最新の建設ＩＣＴについて

・ドローン・レーザスキャナを用いた最新の測量技術について

・ＩＣＴ建設施工と衛星測位

・現場で活躍するＩＣＴ建設機械

【実機デモ】

・地上レーザスキャナ（ＴＬＳ）

【問い合わせ窓口】
中部i-Construction研究会 事務局
国土交通省 中部地方整備局 企画部 施工企画課
〒４６０－８５１４ 名古屋市中区三の丸２－５－１ 名古屋合同庁舎第２号館
［Ｔ Ｅ Ｌ］０５２－９５３－８１８０
［Ｅ－ｍａｉｌ］cbr-ict@mlit.go.jp

随時
募集




